
 

「平成 24 年度 森林及び林業の動向(第１部 森林及び林業の動向)」の構成と内容（案） 
 

【特集テーマを「森林・林業の再生と国有林」とした趣旨】 
○ 農林水産省では、平成21年に「森林・林業再生プラン」を策定して、その後、森林法の改正や「森林・林業基本計画」の変更等により、我が国森林
・林業の再生に向けた取組を進めてきた。国有林野事業においても、平成24年６月に「国有林野の有する公益的機能の維持増進を図るための国有林野
の管理経営に関する法律等の一部を改正する等の法律」が成立し、我が国森林・林業の再生に、より一層貢献出来るよう措置された。 

○ 平成24年度白書の特集では、これまで進めてきた森林・林業の再生に向けた取組を整理するとともに、森林・林業の再生に貢献する今後の国有林野
事業の展開方向を提示する。 

 
【各章の構成と内容】 

トピックス 

・森林・林業の再生に向けた新たな取組の開始、海岸防災林の再生、「再生可能エネルギーの固定
価格買取制度」による木質バイオマス利用の推進、綾の照葉樹林の「ユネスコエコパーク」登録
について記述。 

Ⅰ 森林・林業の再生と国有林 
 １．森林・林業の再生に向けた取組 
 ２．森林・林業の再生に向けた国有林野事業の展開

方向  

・森林・林業の再生に向けた具体的取組について記述。 
・「国民の森林」としての国有林野の管理経営、森林・林業の再生に向けた国有林野事業の展開方

向について記述。 

Ⅱ 東日本大震災からの復旧・復興 
１．森林・林業・木材産業の復旧状況 

 ２．復興に向けた森林・林業・木材産業の貢献 
 ３．原子力災害からの復興 

・森林・林業・木材産業分野での復旧状況について記述。 
・海岸防災林の復旧・再生、住宅や建築物への木材の活用、エネルギー等への木質バイオマスの活

用について記述。 
・森林の放射性物質対策、安全な林産物の供給、林業従事者の労働安全確保対策等について記述。 

Ⅲ 地球温暖化と森林 
 １．地球温暖化の現状 
 ２．京都議定書の目標達成に向けた取組 
 ３．2013年以降の気候変動対策の検討状況 

・地球温暖化の現状、森林吸収源対策やクレジット化等の京都議定書の目標達成に向けた取組につ
いて記述。 

・2013年以降における森林分野での地球温暖化対策の検討状況について記述。 

Ⅳ 森林の整備･保全 
１． 森林の整備の推進 
 ２．森林の保全の確保 
 ３．国際的な取組の推進 

・森林資源の現状、森林整備の取組、国民参加の森林づくり等について記述。 
・治山対策、生物多様性の保全、野生鳥獣被害対策、森林病害虫対策等について記述。 
・持続可能な森林経営の推進に向けた国際貢献等について記述。 

Ⅴ 林業と山村 
 １．林業の動向 
 ２．山村の活性化 

・林業生産の動向、林業経営の動向、林業の生産性向上に向けた取組等について記述。 
・山村の現状、山村の活性化に向けた「六次産業化」の取組等について記述。 

Ⅵ 林産物需給と木材産業 
 １．林産物需給の動向 
 ２．木材産業の動向 
 ３．木材利用の推進 

・世界と我が国における木材需給の動向、木材価格の動向、特用林産物の動向について記述。 
・製材・合板・木材チップの分野別動向、国産材の加工・流通体制の改革等について記述。 
・公共建築物の木造化、木質バイオマスのエネルギー利用、木材輸出等について記述。 
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